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し
、
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弁
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送
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す
る
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
に
か
け
て
セ
ク
ハ
ラ
や
痴
漢
、
盗
撮
、
窃
盗
等
で
処
分

を
受
け
た
外
務
省
職
員
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
�
の
職
員
に
関
す
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
職
務
に
関
連
し
な
い
行
為
で
あ
り
、
ま
た
、
個
人
の
権
利
利
益
を
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
務
省
と
し
て
、
当
時
、
公
表
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
御
指
摘
の
�
及
び
�
の
職
員
に
対

す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
「
懲
戒
処
分
の
公
表
指
針
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
十
一
月
十
日
付
け
総
参－

七
八
六
人
事
院

事
務
総
長
通
知
）
を
踏
ま
え
、
外
務
省
と
し
て
、
当
時
、
公
表
し
な
か
っ
た
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
職
員
に
対
す
る
御
指
摘
の
減
給
処
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
俸
給
の
月
額
の
十
分
の
一
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
の
個
別
具
体
的
な
事
情
に
よ
り
、
御
指
摘
の
�
の
職
員
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
二
十
号
）
第
七
十
六
条
の
規
定
に
該
当
し
て
失
職
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
�
の
職
員
は
同
法
第
八
十
二
条
に
基
づ

く
減
給
処
分
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

一



五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
職
員
に
対
し
、
外
務
省
と
し
て
、
聞
き
取
り
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
と
し
て
正
確
に
把
握
す
る
立
場
に
な
く
、
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
職
員
に
対
す
る
処
分
に
関
す
る
判
断
は
、
妥
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 二


